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筑波大学附属坂戸高等学校では、総合学科高校であることの強みを生かしながら国際教育.ESDのために

さまざまな取り組みを行ってきた。特に平成 24 年度は海外校からの参加者を招]~きしての「高校生国際 ESD

シンポジウム@坂戸&つくば 2012Jを開催するなど、その取り組みはまだまだ発展1=1こ!で、ある。本論ではこれ

までの国際教育.ESDの取り組みを紹介するとともに、今後の展開について考察する O

キーワード:国際教育 ESD(持続発展教育) 教科 il;rul探J ユネスコスクール 教科湖連携

1 . 本校の国際教育.ESDの考え方

文部科学省 (2005) によると、国際教育は rl~1I深化し

た社会で、地球的視野に立って、主体的に行動す一るため

に必要な態度・能力の基礎を育成するための教育Jと定

義されている。筑波大学1)付属坂戸高等学校(以 fr料交J)

では、その国際教育の充実のために平成 20年に校内に

毘際教育推進委員会 (Comn1itteeof International 

Stuclies、以下 rCISJ)を設置し、 CISが中心となりさ

まざまな国際教育活動を展開してきた。CISの設置以来、

木校の国際教育を展開する上で、基本とすべき考え方(基

本コンセプト)を次のように設定している。

① r 3 F Jで終わらない、深みのある国際教育を-

Fasmon， Food， Festivalをネタにして盛り上がるだ、けの

「その場限りの交流会jにとどまらず、「矢口るJから「考

えるjへ、そして「行動するjへとつながる活動にした

。、
、E

U
V
 

②本校の、あるいは総合学科の特長を活かした国際教

育を:総合判高校だからこそ持ちうる農業・工業・家

庭・福祉・商業などのいわゆる専門寺抑ヰの知見を活かし、

各初判教員が連携しながら多面的に進める活動を実践

していきたい。

③〉一部の教員だけが環わるのではない、たくさんの先

生方が関わる匿際教育を:特定の教員のみが進めるので、

はなく、教科の枠を超えて、より多くの教員が主体的に

関わる国際教育を展開していきたい。

ESDについては本来であれば国際教育とは分けて考

えるべきところではあるが本校では「国際教育はESD

における重要な要素(分目的のひとつj と考え、 JJUrの
ところ C胞が ESDの何北二についても111心となって千j二っ

ている。

ESD という}用1有3誌誌-については教;良印ミ引l'問防附1判官判N日V;J戸;Jで、もゴまミだ、まだj蛸当!挽j戸角'(j戸時昨ギlt f 

が不十分で

は「じr~手守彩?ι3長の1枇It代のニ一ズズ、を河満1\奇\]1たこサ『寸l白1抱Eノ力〕をJ損f誌~7な:U注j丈:うことなく、

現代の1世主代のニ一ズズ、をj尚111出前11'，詰il4::iたすす-1開7荒非羽1¥司¥j発Jド]あるいは「人!日jをx
える生態系が有する能力の範IID内で営みながら、人間の

生活の質を向上させることJ2のための教育と位置付けら

れており、それらにつながる教育活動はすべて ESD活

動と捉えることができる。すなわち、普段の普通教科や

専門教科のそれぞれの授業を含め、学オ交で行われている

教育活動のす一べてが実は ESD活動であると言うことが

できる。ただし、 ESDの視点から各教育活動を捉えると

きには、各活動がこれからの社会づ、くりにどのように生

きてくるのか、あるいはそれぞ、才しの活動がどのように関

連しあっているのかについて教員・生徒の意識を高める

必要があり、そのために各活動の関連性を主主理ニしていく

ことが重要である。そしてその役割も今後 CISが担って

し1くこととなろう。

l 国連ブルントラント委員会 (1987)。国立教育uJßífíi)r-1ti~f (2012) 

より引用。

2 IUCN/UNEP/WWF (1991)0 I司立教育u3(ffi刻印D1T(2012)より

引用。
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2. 平成24年度の異体的な活動内容

本項では、平成 24年度に実際に本校で取り紹んだ国

際教育 .ESDの活動を紹介してし 1くO 平成23年度以前

の活動については工藤ほか (2012)を参照されたい。

2.1. r盟際的視野に立った卒業研究の支援プログラ

ム」

平成 20年度より実施しているこのプログラムは、 3

年次のJ判交指定4ど履修科el í卒業研究j でI~際的なテー

マを扱う研究を行う(または行おうとしている)生徒に

対し閥抗袈Jを援助するものであり、 20年度から 23年度

までの 4年間で計 22名の生徒がこのプログラムに応募

し、うち 7名の生徒を引率教員とともに海外の各国へ送

り出してきた。

24年度においては2年次生を対象に募集した結果、 7

421の生徒が応募した。なお、それぞれの生徒の研究テー

マと応募理由は下記の通りで、あった。

生徒 1I)F究テーマ

A 
養蜂を利用したインドネシアでの森林保全活

YDJ 

B 
自動車大国ドイツが掲げる「電気自動車-1立界ト
ップj とし\う 1~11索

C われわれ日本人が学ぶべきフィリピン精神

D 日本のアニメ作品が海外に及ぼす経済効果

E 日本と世界の幼児教育

F 外国における語学教育

G オニヒトデの大量発生

表 1 応募生徒の1IJIヲEテーマ

警守頚及び各生徒によるプレゼンテーションにより選考

した結果、「、海外への閥抗が卒業研究の深化にどれだ、け効

果的かJなどの観点から生徒C.Fの2名を支援対象と

することに決定したが、生徒Cは1月に閥抗予定だ、った

ものの出発直前に体制不良となり、実際には生徒Fのみ

が 2 月にドイツに働fL し、現地の:f~交を数~1交訪17丹し調査

活動を行った。なお、生徒 Fの活動については平成 25

年2 月に本校で、開催された総合学科~vlヲE大会の分科会C

において生徒F本人が発表した。

2.2. トヨタ財団「アジア隣人プログラムJへの参加

平成22年度から 24年度にかけ、トヨタ財団「アジア

1¥非人ブ。lコグラムJの助成を受けて「インドネシアと日本

の高校生の協働による、 j出或のゴミ問題の解決方法の提

案と実践~学校が核となったj出或コミュニティーの創造

と高校生カ浮き信する 3 1<活動と ESD~J とし\う話室で 2

ドイツの高校生と話し合う生徒F

年間活動を行った。この活動で、は、計3回ずつの相互訪

問およびインターネットを利用した交流を通し、オ吋交生

存在と姉妹校で、あるボゴーノレ農科大ー学1)付属コルニタ高校

(インドネシア)の生徒が協働してそれぞれの毘のゴミ

問題について調査し、お互いに話し合いながら解決方法

の提案を rKira七ra3RJという冊子にまとめた。また

オサ交の文化祭ではプログラムに参加する生徒とコルニタ

高の生徒が一緒にインドネシア・ショッフ。を開き、活動

内容を紹介しながらインドネシアの商品の販売を行い、

オ寸交生徒だけでなく校外からの来校者にもゴミ問題のこ

とやインドネシアの魅力など、について知ってもらうこと

ができた。

文化祭でのインドネシア u ショップ

2.3. ユネスコスクールとしての活動

本校で、は他の朝交と協力しながら包際教育.ESDの取

り組みを発展させるための土台作りとしてユネスコスク

ーノレ (ASPnet)への加盟の手続きを進め、平成23年 1

月に正式に加盟が認められた。ユネスコスクーノレとは、

「そのグローノくノレなネットワークを活用し、世界1=1二lの学

校と交流し、生徒間・教師向で情報や{ね挨を分かち合い、
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地球規模の諸問題に若者が対処できるような新しい教育

内容や手法の開発、発展を目指してJ3し¥る世界的学校間

ネットワークで、現在は本校教員が全国大会や研修会に

参加しで情報収集をしたり、生徒が「高校生の高校生に

よる ESD世界フォーラムJに詩的詰委員として参力[]する

などの活動を行っているが、今後はj車内外計9，000以上

の朝交を有するネットワークを生かし、海外枝を含め他

校と協力しながら、多面的な切り口で ESDに取り組ん

でいきたい。

2.4. I高校生国際 ESDシンポジウム@坂戸&つくば

2012Jの開催

平成 24年度の筑波大学附属判交改革事業の一環とし

て、判事E発展可能な相会を目指して地球的誠雲に主体的

に取り組む姿勢を瓶養することを目的として、 4か!王]5

4交4の生徒・教員を招待し、本校の生徒・教員とともに持

続発展可!?をな社会づ、くりに向けたシンポジウムを17F陥iし

た。このシンポジウムでは各校の生徒による環境問題の

改善に向けたプレゼンテーションペザミイスカッションと

ともに、本校生徒による日本文{ヒ紹介、討砂凶三徒による

各国の文イ七紹介も行い、生徒同士の祁互交流を深めるこ

とができた。また海外生徒は材交生徒の家庭に 3泊41=1 

のホームステイをし、校外でも異文化週明卒を深めた。

高校生層際ESDシンポジウム@坂戸での

プレゼンテーション匪セッション

なお、このシンポジウムは筑波大学j謝村支術センター

が主催する「毘際農学 ESDシンポジウム 2012J (於

筑波大学つくばキャンパス)に時期をあわせて開催した。

3ユネスコスクーノレ公式ウェア、、サイト

む1抗p://www.unesco-sch∞l.jp/)よりヲi用。
4生徒・教員を招待したのは、前述のコノレニタ高校(インドネシア)・

新民高級中学(台湾)・ワタナー・ウィタヤー・アカデミー(タイ)・

カセサート大学[i付属高校(タイ)・フィリピン大学1¥付属高校(フィ

リピン)の5校。し¥ずれもこれまで本校との交読経験があるか、あ

るいは附属している大学が筑波大学と教育連携協定を結んでしも。

これは本シンポジウムの参加生徒が大学のシンポジウム

にも参加できるようにするためで、生徒たちは実際に大

学のシンポジウムのプログラムの一部としてフ。レゼンテ

ーションやポスタ一発表を行し¥i車内・柳川明稼の

人々とも意見交換を行うことができた。

2.5. 教科 f国際jの各科自の開発虚実銭

料交では平成 23年度入学生の教育課程より、制交設

定初ヰ r~1捺J を設置し、本|茂の国際教育の核をi:l~t うべ

く下記の4科目を設けている。24年度には2年次科目の

2つがスタートし、 25年度には3年次科!と|も合わせ4科

目すべての実践が始まる。

畿 Discussion & Debate (2年次選択): 1:1本語およ

ひ953苦を用い、世界の諸HIについて議論討論す

るために必要な}i~逃有E力を養う。

@ 国際社会 (2年次選おり:FJ本(人・文化)につ

いて認識を深め、次にtlt界の各j出或の人々・丈化、

日本とのつながりへの意識を高め、地球1~I<Jì1!Wmに

対し考察・千)二重JJするための京地を養う50

@ 比較文化論 (3年次選択):世界のy・化や宗教を

広く扱い、;文化・米教の多様I':-I:Jこ対j忘するぷ::1・iliを

養う。

G Global Stuclies (31~三次選択) :南北問題・多文

化共生・国際協力などについて見識を深めるとと

もに、国際的問題に主体的に関わる姿勢を身につ

ける。

2.6. その他の国際教育活動

@ アジア高校生による開き書きプログラム :2年次

選択科目「環境調査」受請者がインドネシアに閥抗

し、本校生徒は日本で、コルニタ高校生徒はインド

ネシアで行二った聞き書き O長業や林業、工芸などの

名人i殺人の方にお話を伺い記録する活動)の合同報

告会を行った。3月にはコノレニタ高校生徒が来日し、

料交にて本校生徒と交流をした後、東京で開催され

た「第 11回開き書き甲子園フォーラムJ6にて両校

生徒が活動内容を発表し1~

@ 新しし¥校外学習の実施 :2年次/長付象の海外への

校外学習の闘が花、従来の 160名全員が 1i)~fflに

行くという形から、 25年度にはオーストラリア・

国際社会Jの詳細については本紀要pp.79-96を参照のこと O

6 r開き書き甲子園jについてはhttp://www.fo必Te-japan，com/

を参照のこと。
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インドネシア・台湾の 3か所に分かれて実施する。

グノレーフ。の規模を小さくして生徒一人一人の活動

への関わりを深めながら海外の交流校との協働学

習活動を実現することが5齢、である。原員IJとして生

徒の希望を最優先することとしており、最終的には

2fj三次生 160名のうちオーストラリアには約 100

名、インドネシアにlま約 10名、台湾には約 50名が

断定する予定である。

@ 留学生や海外からの訪問の受け入れ:24年度から

25年度にかけてスイスの高校生を l名留学生とし

て受け入れており、 25年 4月からは新たにドイツ

からの短期留学生を受け入れている。さらに姉妹校

であるコノレニタ高校にも本校への寵学を希望する

生徒が数名いるので、今後その当劫ー簡を進めていく

定定Pで

やi日釦ヨ引i中千宇コ友好会釘ifl卦諮，告宮告点;などからの依頼に応じる?形彰で¥海夕外ト

の生徒や教員、腕荷関係者等の訪問もI~部材責極的に

受け入れている。

@ ヌド|交生徒の留学のi1i主主:23年度から留学していた

生徒2名 (1名はアメリカ、もう 1名はオランタツ

が 241~三菱に帰国し1~ この 2 名には広幸財投にコメ

ントを書いてもらったり、前述の「国際社会Jの授

業においてゲストスビーカーとして話してもらう

など協力してもらっている。そしてお年4月現在、

2名がインドネシアに、 11:1がアメリカに、 1名が

ニュージーランドに留学中である。留学希望者の増

加に対応するため、教務部と共同で担任教員向けの

留学対1芯ガイドブゃツクも{乍成!こ1=1で

3. 課題と今後の展開

さまざまな活動を行う中で¥さまざまな説3語、あるい

はまだ、本校の活動に不足しているものも見えてきている。

本項ではそれらについて考察してみたい。

談!おとしては111三年度ど同様に、関わる生徒の数・教員

の意識・生徒の変容の測定の3点が挙げられる。まず各

活動に取り絡む生徒の数で、あるが、今年度二の国際教育の

各活動にどれだ、けの生徒が関わったかを概算すると、重

複はあるもののおおよそ表2の通りとなる。

25 年度は前述の通り教科「国際J の 3 年次科 I~I が開請

されるが、その反田ESDシンポジウムなどの行事につい

ては予算の獲得など不透明な部分が残るため現在のとこ

ろ実施を権定できていなし 10 それらの行事に頼るばかり

でなく、普段の教育活動においてより多くの生徒を巻き

込んでいくことが重要であろう。

活動項目
関わった

生徒の数

国際的視野に立ったヰ弓街iJf究の支援フ。ログ

ラムに応募
7 

アジア隣人プログラムにメンバーとして参
約20

力日

ESD世界フォーラムに委員として参加 つ

高校生国際ESDシンポジウムに発表者また

はサポートメンバーとして参加
18 

高校生国際ESDシンポジウム参観 約 50

耕三1. r国際jの科目選択者 43 

アジア開き書きプログラム 5 

オーストラリア校外学習 160 

表2 平成 24 年度のI~際教育活動に

参加した生徒の数

教員のI~II探教育・ ESD に対する意識についてはかなり

向上が見られるO 例えば次回の総合学科研究大会のテー

マについての議論、教員対象の国内・海タト-1Vl1l多の応募へ

のj文応、教科 rl~1祭」の各授業へのI~J心などにおいて、

以前より多くの教員が国際教育やESDに積極的・肯定的

に捉えているという印象を受けるようになった。この流

れを断ち切らず、さらに縦続完的に教員の意識向上に努め

ていきたい。

生徒の変容の測定についてはCIS発足以来の懸案であ

ったが、 241~三度からtJÛl支大学1)付属学|交教育局フ。ロジェク

ト研究4r子供の国際的資質を育てる実践J(J主長:石限

利紀初受)においてI~際教育活動がもたらす生徒の変容

を測定するための質問紙の開発を始め、開発のためのモ

デルとしてオ斗交で実施している海外校外学習の効果副会

記i中である。今後はその箕帰京氏の開発を含め、校外学習

のみならず、さまざまな思際教育活動が生徒たちにどの

ような変容をもたらしているのか検証を進めていきたい。

4. おわりに

CISが発足して 51~三が経過したが、これまで CIS 委員

のみならず多くの先生方に協力をいただきながら多様な

活動を行ってきた。その成果が認められ、本校の国際教

育活動に対し筑波大学より「明支24年度教育に係る学長

表彰」を受けることができた。これまでの本校における

活動の発展は、 CIS委員はもちろん、本校の全教員や筑
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波大学の先生方、国内外の各高校・大学・団体 e 忠臣織の

生徒・学生・先生方の協力があってのことである。この

ことに感謝を申し上げるとともに、今後も多くの人々と

のつながりを大事にしながら、より一層の[~際教育.ESD

の発}喪lこjま力していきたい。
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